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KIDS同窓会

NPO法人KIDSの歴史とこれから

特定非営利活動法人KIDS

代表理事 山本 美樹夫

2026年3月20日
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ロゴ

KIDSは子どもたちの笑顔のために活動しています



本日のアジェンダ

• ＫＩＤＳの歴史を振り返る

• 1人1人のKIDSとの関わりについて
（1人3分程度）

• ＫＩＤＳの現状課題と今後の方向性に向けた
フリーディスカッション

• 懇親会
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KIDSの理念

“Knowing Is Doing Something”

「やってみれば、わかる」の理念の下、

子ども達へのさまざまな社会教育活動

を行うボランティア・コーディネート団体

1992年、「日本の施設は閉鎖的過ぎる」

というリード・メジャースからの問題提起に

より、日米欧の有志が立ち上げ

Doing やってみる

Knowing
わかる

KIDSの理念 （フィロソフィー）
KIDS創設者

リード・メジャース

問題の顕在化

問題の解決

より良い社会

社会的ノイズ



Page 4

KIDSの活動目標と活動形態

KIDSの活動目標

• 子どもたちへの継続的

な社会教育の奨励

• 市民一人ひとりの社会

貢献意識の高揚

• 国籍、企業、老若男女、

そして障がいの有無を

超えた共存社会の提案

「プロジェクト活動」

子どもたちとボランティアの
出会いの場の創造

「定期施設・団体訪問活動」

子どもたちとボランティアと
の継続的交流の場

楽しい

やりがい

できる

KIDSの活動形態
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対象年齢

KIDS活動ポートフォリオ（例示）

対象となる子ども達のハンディ

幼児

(3歳以上)

小学生

中学生

高校生

(18歳以下)

過齢児

(一部)

社会的ハンディ 知的発達の遅れ

潜在的ハンディ意識の
排除と自立性の向上

基本的社会
生活への適応

狙い

就業や社会出発
のための準備

基本的社会生活
慣習と、健全な

精神育成

狙い
KIDSプロジェクト ／ 定期訪問

KIDS
ﾊﾟｿｯｺ
ｸﾗﾌﾞ

KIDS
ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ

サマースクール

KIDS
ｲﾝﾀｰ
ﾅｼｮﾅﾙ

No.1
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
（小学生
ﾊﾟﾃｨｼｴ
ｺﾝﾃｽﾄ）

体験
旅行

Let’s
体験

（ﾊﾟﾝ焼き
教室）

KIDS
ｽﾏｲﾙﾗﾝ
（東北
風土
ﾏﾗｿﾝ
連携）
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設立から34周年目を迎えたが、活動は3つに限定

1992 1995 2000 2005 2010 2015 2020

設立 NPO登記 

定期訪問 

ｽﾏｲﾘﾝｸﾞ･ﾌｪｲｼｽ 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ KIDS-GEｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

植林体験 

LAﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

ｻﾏｰｽｸｰﾙ 

ﾊﾟｿｯｺ 

ﾄﾞﾙﾌｨﾝ 

体験旅行 

ｳｫｰｸﾗﾘｰ 

Let’s体験 

ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

高校生通年 

No.1 

KIDSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

2009中止

気仙沼

2011中止 2020-2022中止

KIDS Fun

2020-2025中止

2020-2025中止

2020-2023中止

ｽﾏｲﾙﾗﾝ

2022中止

2023-2025中止

2025
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設立以来、7万4千人以上がKIDSの活動に参加

KIDSへの子ども達の参加状況 KIDSへのボランティア参加状況

(累積数) (累積数)

35期（2024年10月～2025年9月）は、子ども、ボランティア合計で
490人の参加があった
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GE
salesforce.com
ｿﾆｰ
三菱商事
三井物産
住友商事

Morgan Stanley
Bloomberg LP
JAL
ｺﾏﾂ
沖電気工業
ｱｽﾗﾝ書房

ﾄﾖﾀ自動車
日産自動車
日本電気
富士ｾﾞﾛｯｸｽ
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
東芝
ｵﾑﾛﾝ
ﾗｲｵﾝ
資生堂
日本たばこ
ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ
ﾈｯﾄｲﾔｰ
JT
ISL

伊藤忠商事
東京三菱銀行
三井住友銀行
三井住友海上
損保ｼﾞｬﾊﾟﾝ
ｱﾒﾘｶﾝｴｷｽﾌﾟﾚｽ
ｱｻﾋﾋﾞｰﾙ
ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ
ｻﾝﾄﾘｰ
ｺｽﾓ石油
日本ｱﾑｳｪｲ
ｼﾞｮﾝｿﾝ&ﾞｼﾞｮﾝｿﾝ
ﾁｭｰﾘｯﾋ保険
ｼﾃｨｺｰﾌﾟ

日野自動車
ﾒﾀﾙﾜﾝ
ﾗﾙﾌﾛｰﾚﾝ
ｷｬｯﾌﾟｼﾞｪﾐﾆ
NTT東日本
NTTﾃﾞｰﾀ
日本ｻﾑｽﾝ
ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝｻｯｸｽ

JPﾓﾙｶﾞﾝ
間組
ﾎﾞｳﾞｨｽ･ﾚﾝﾄﾞﾘｰｽ
在日米海軍
ﾄﾞｲﾂ銀行
BNPﾊﾟﾘﾊﾞ
日立ﾊｲﾃｸ
シスコシステムズ

ＮＰＯと企業とのコラボレーションの進捗状況

資金/物品/ｻｰﾋﾞｽ
等の寄付・提供

企業として社員に
KIDSへの参加推進

企業活動として
KIDSの活動へ参加

企業とKIDSが共同で
企画、活動実施

講談社
明治
東京電力
三菱地所
明治生命
みずほ銀行
ﾄﾞｲﾁｪ信託銀行
JCB
ｸﾚﾃﾞｨｽｲｽ
東物流
NTTﾕﾆｵﾝ

ﾘｺｰ
ﾆﾁﾚｲ
ﾀﾞｲｴｰ
そごう
ｼﾞｪｰｼｰｱｰﾙ
日本ｹﾐｶﾙﾘｻｰﾁ
和光紙器
TSﾈｯﾄﾜｰｸ
ﾂｰｶｰｾﾙﾗｰ東京
ﾌﾟﾘﾏﾊﾑ

21社
(27％)

28％

コラボレーション･プロジェクト

Morgan Stanley (ﾎﾞﾃﾛ･ﾁｬﾘﾃｨ、ﾊﾟｰﾌﾟﾙﾊﾟﾚｽ)

Bloomberg LP (ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ, ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨ企画)

salesforce.com (ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ, ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)

JAL (ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ /接遇講座)

ｿﾆｰ(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ)
GE（ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）
三菱商事、三井物産、住友商事(ﾊﾟｿｯｺｸﾗﾌﾞ)
ｺﾏﾂ（ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ見学会)

沖電気工業(紙飛行機大会)

ｱｽﾗﾝ書房(心の絵本ｼﾘｰｽﾞ)

KIDSと企業とのコラポレーション形態

コラボレーション
形態の内訳

65％

28社
(36％)

85％

16社
(21％)

100％

12社
(16％)

KIDSは企業とのより密接な活動を促進

7
割
以
上
の
企
業
が
活
動
へ
参
画

協賛企業77社（過去累計）



さまざまな社会背景が表れた寄付金の推移
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決算期変更
9ヵ月決算

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ
の影響

東日本大震災
の影響

2000年~08年
平均885万円

リーマンショック、東日本大震災、新型コロナの影響に加え、
社会の目は環境などにシフト

GEｷｬﾋﾟﾀﾙ
からのご寄付

ｺﾛﾅｳｲﾙｽの
発生

年度

(万円)



第1回KIDSプロジェクト企画書①
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第1回KIDSプロジェクト企画書②
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第1回KIDSプロジェクト企画書③
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第1回KIDSプロジェクト企画書④
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第1回KIDSプロジェクト企画書⑤

Page 14



第1回KIDSプロジェクト広報①

Page 15



第1回KIDSプロジェクト広報②
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第1回KIDSプロジェクト広報③
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2001年以降のKIDSの年次活動方針
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⚫ 2001年 10th Anniversary：活動の棚卸し、オフィス移動
⚫ 2002年 Performance Stretch：企画書・報告書定型化
⚫ 2003年 3D Marketing：セミナー参加、フライヤー作成
⚫ 2004年 心のレゾナント：シンポジウム
⚫ 2005年 見える化：会計年度変更
⚫ 2006年 身近さ：メルマガ
⚫ 2007年 Sustainability：外部討論会、責任規定作成
⚫ 2008年 「場」から「意志」へ：作り上げる機会への誘導
⚫ 2009年 インパクト：回りを巻き込む影響力のある企画
⚫ 2010年 Max from Minimum：縮小予算からの最大価値創造
⚫ 2011年 Will oriented：ディレクターがやりたいプロジェクトの実施
⚫ 2012年 Going concern：設立20年を向えたKIDSの存続を検討
⚫ 2013年 Zero base：環境変化に対し、新たなKIDSの活動を検討
⚫ 2014年 Smile for all：子ども達の笑顔を一杯にする企画を重視
⚫ 2015年 新しい風を：難しくない！もっと気軽にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに参加を
⚫ 2016年 Experience：新しい体験を！多くの子ども達に
⚫ 2017年 Collaboration：子ども達、ボランティア、みんな一緒に
⚫ 2018年 Step up：活動品質の高度化、効率化による笑顔の最大化
⚫ 2019年 Disruptive Innovation：従来のやり方を壊し、新たな価値創造
⚫ 2020年 Think Big!：物事を大きく考えて、新たなスケールに挑戦
⚫ 2021年 On-line!：コロナの状況が不透明な中、オンライン活動を推進
⚫ 2022年 30th Anniversary：コロナ禍からの日常への回帰に向けた新たな転換
⚫ 2023年 Reboot：31年目からの活動の再加速
⚫ 2024年 視野を広げよう：コロナ後の活動の再開に際し、従来の視野からの脱却
⚫ 2025年 新規開拓：子ども達、参加者、ボランティア、そしてスポンサー企業の新規開拓促進
⚫ 2026年 Power：コロナの影響で停滞する活動を力技で活性化



1992年～1999年
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2000年～2003年
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2004年～2007年
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2008年～2011年
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2012年～2015年
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2016年～2019年
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2020年～2023年
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2024年～2025年
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KIDSプロジェクト
毎年100～150名の子どもたちと
約200名のボランティアが
TDLで楽しい一日を過ごします

子どもたちの思い出の１コマ
気軽なボランティア参加
そして 参加者みんなの
「ふれあいの場」となります
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KIDSサマースクール
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KIDS体験旅行

▼ソーセージ作り ▼バター作り

▼動物との触れ合い はじめての体験ばかり、TRY! TRY! TRY!

▼夕飯はBBQ
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Let’s体験（パン焼き）プロジェクト

Let’s体験プロジェクト 
一枚の新聞記事から始まった

それは小倉昌男さんが書かれた
スワンベーカリーにまつわる内容

できないと決め付けないで
みんなに支えながら頑張ったら
こんなにおいしいパンができたんだ
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KIDSインターナショナルプロジェクト
▼ GE社員による英会話レッスン（毎週末3ヶ月）

▼横須賀米軍基地ハイスクール訪問

▼ GKTW朝食サーブ ▼GKTW日本文化紹介

▼GE Japan社長と（壮行会）
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KIDSフェローシップ（企業インターンシップ）

Bloomberg 2003

日本航空(JAL)

▼成果発表のプレゼンテーション

▼顧客リスト集計中

▼接遇講座・挨拶の練習

▼成果発表のプレゼンテーション

Salesforce.com 2004

Salesforce.com 2004
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KIDSスマイルラン

Bloomberg 2003Salesforce.com 2004

◼概要

– 開催日時：  2026年4月19日（日）

– 開催場所：  宮城県登米市 長沼フードピア公園

– 参加者数：  参加者20名、スタッフ6名

– 狙い：  東北風土マラソン大会において、障がい者向けランを

KIDSが企画・運営

– 主な活動内容 （参加者とボランティアとの交流活動）

• 500mラン（スマイルラン）参加

• フードフェスティバルへの参加

• 交流イベント（神輿、ダンス）への参加
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施設定期訪問
▼夏祭り/餅つき ▼公園遊び ▼Jリーガー訪問

▼PCサークル

▼定期的な訪問 施設内での遊び

▼一緒に食事 ▼工作
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KIDS心のレゾナントシンポジウム

▼OGによるパート司会 ▼高校生体験発表 ▼手作り託児コーナー

第二部進行
（代表）

開会宣言
（副代表）

特別基調講演
堀田力氏

シンポジウム
子どもの心の育成、自立のために、我々ができること 
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外部からの評価

NPOアワード
特別賞

2003年9月
東京青年会議所

東京都社会福祉協議会
会長賞

2003年12月
東京都社会福祉協議会

パートナーシップ大賞
審査員特別賞
2005年6月

さわやか福祉財団



Reed Majorsからのメッセージ
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